
 

 

 

 

 

 

■お菓子メーカーの東ハトは、1971年にスナック菓子「キャラ

メルコーン」を発売開始し、2016年に 45周年を迎えました。

このことを記念してキャラメルコーンのブランド力を生かして、

「これまでとは全く異なる路線の商品をつくれないか。」という

発想から、「ウラキャラコーン・チーズ味」の開発・発売にいたり

ました。 

■今までの「キャラメルコーン」は、「赤いパッケージで、

ふんわりサクサク、すぅっととろけてミルクキャラメル

の香りが口いっぱいに広がる優しいおいしさ」という特

徴で発売し、子どもから高齢者まで幅広いファンを持つ

ロングセラー商品です。 

 

■「ウラキャラコーン・チーズ味」は、キャラメルコー

ンの「ふんわりサクサク、すぅっととろける」という特

徴を生かしながら、キャラメルコーンの常識を「裏切る」

おいしさの「甘くない、まろやかでコクのある、しょっ

ぱいチーズ味」となっています。パッケージもキャラメ

ルコーンのイメージカラーの赤と正反対の「青」となっ

ています。 

 

■2016 年６月の「ウラキャラ

コーン」の発売開始時には、ＳＮ

Ｓを活用した対戦型の販売促進

として、「キャラメルコーン」と

「ウラキャラコーン」をライバ

ルに見立てたキャンペーンを行

いました。以来、キャラメルコー

ン全体の売り上げが前年比で

10％の増加をするとともに、10月には「ウラキャラコーンうましお味」も発売し、さ

らに新味の開発も進めています。 
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甘くないキャラメルコーン 

～ 常識を裏切る発想の転換 ～ 


